海外感染症とトラベラーズワクチンについて

【海外感染症とは】

　世界では地域特有の感染症が流行していることがあります。世界から見れば日本でも感染症は流行しています。冬にはインフルエンザが、また小児は麻疹、風疹、流行性耳下腺炎、百日咳などの感染症が見られます。日本では普通に存在する感染症ですが、特に麻疹は感染力が強いため流行に神経質になっており、日本は麻疹輸出国として悪名をはせています。

　日本を離れ、他の国に行くと、やはりその地域によっては地域特有の感染症があり、渡航先で、日本ではなじみのない感染症にかかる可能性があります。

　

【トラベラーズワクチンとは】

海外の渡航の際に必要となる、あるいは接種が勧められるワクチンのことです。

(1) 入国の際に要求されるもの
黄熱（黄熱リスク国への渡航者）






麻疹（流行発生時の臨時要求）

(2) 入学の際に要求されるもの
定期予防接種ワクチン、特に麻疹、風疹、流行性耳下腺炎

  多くの先進国では、入国時に規定の定期予防接種を規定回数接種していることを要求します。

　海外赴任に伴いお子さんを学校に入れる予定の方は、事前に確認することをおすすめします。

　入学する可能性のある学校の入学書類に記載があると思います。

(3) 自分を守るために接種するもの
Ａ型肝炎、Ｂ型肝炎、破傷風、狂犬病、日本脳炎など

　渡航先での感染リスクに応じて、接種するワクチンを選択します。

　なお、全ての感染症にワクチンがあるわけではありません。むしろワクチンのない感染症の方が多いのです。ワクチンを打ったからなにをしても安全とは誤解しないようご注意下さい。







